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．25 26 27 28 29 30 ダミー年末
　　1交差弾力性1_ミー年始1有意個数　lAdlusted　R2
＿＿＿臼＿＿＿＿rJ＿’

















































































































































































































































































































































































































































P2 P3 P6 Zmax
295
280
266
251
236
207
O％
5％
10％
15％
20％
30％
　312
（0．80％）
　同上
同上
　同上
　311
（1．17％）
　263
（16．4％）
　143
（33。5％）
　同上
同上
　同上
　156
（27．6％）
　215
（0．01％）
　268
（0．14％）
　同上
同上
　同上
　268
（0．12％）
　205
（23．　6％）
51，731
56，714
55，708
43，174
16，640
195
　312
（0．80％）
　同上
　（注）単位は円，但し（）内はreduction　rateを示す。
　　　円表示のものは小数点以下を四捨五入してある。
で正確に把握しにくいため，ここでは考えな
いことにする）。
　また，このカテゴリー全体の売上金額の
36．8％を占め，かつKEYアイテムであるア
イテム1の価格を6通りの場合に設定する。
P，＝295（regular　price）
　　280（5％reduction）
　　266（10％reduction）
　　251（15％reduction）
　　236（20％reduction）
　　207（30％reduction）
（単位　￥）
　次にP2。3，6の割引率が0～0．5の範囲とな
るように，それぞれ割引率の乱数を発生させ
る。但し，より現実的な割引率は0．5よりも
0の方に近いと考えられるため発生させる乱
数は一様乱数ではなく平均0，標準偏差0．25
の正規分布の左半分を右半分に足し合わせた
分布を持つ乱数とした。そして1万回試行の
結果，販売粗利益額合計を最大化するP，，3，6
を求めた。結果は表4に示されている。アイ
テム1の価格によってZの値は大きく変わ
18
　143
（33．5％）
　同上
　268
（0．14％）
　同上
るが，Zを最大化するアイテム2，3，6の
価格はアイテム1の割引率が20％を超える
辺りで変化している。また，アイテム1の割
引率が5％～10％辺りで対象アイテムの販
売粗利益額合計は最大となっているため，こ
の間において1％刻みでZが最大となるP，
のreduction　rateの検討を試みた。結果は
やはり表4に記されているごとく，7％のと
ころでZは最大となった（但し，この表にお
いては小数点以下は四捨五入してある）。
今後の課題
　本研究においてはPOSデータを用いて，
価格弾力性及び交差弾力性を求め，商品カテ
ゴリー毎に値引き効果の現状及び競合構造を
検討した。そしてケチャップに関しては，競
合構造の解明を通じて得られたアイテムの売
上数量と価格の関係式により対象アイテムの
販売粗利益額合計を最大化させる特定アイテ
ムの価格をシミュレーションを通じて決定し
てきた。
　しかしながら，注意を要することはこの分
析のベースとなったPOSデータは1店舗の
食品アイテムの競合分析及び価格決定シミュレーション（上田）
みのものである。それ故，示された商品アイ
テム問の競合構造は店舗特性，地域特性を含
んだものであり，一般性を持つものとは言い
がたい。一般化するためには多店舗について
同様の分析を行い店舗特性，地域特性を反映
させた研究が必要となるが，それは今後の課
題である。
　またシミュレーションで用いたアイテム売
上数量推定式は価格のみに基づいたものであ
ったが，ちらし，マス広告，エンド効果，棚
位置などの変数を考慮にいれたより正確な推
定式が得られれぽ，シミュレーションの結果
は更に精度を増すものと思われる。
　加えて，式（2）のZの最大化にシミュレーシ
ョンを用いず，幾何的計画法による解法につ
いても検討をすべきであろう。これらについ
ても今後の課題としたい。
（本研究に関して日本経済新聞社の今城利之氏に
はデータその他について多大な便宜をおはかり頂
いた。また同社の田中陽氏には計算その他につい
てご援助を頂いた。ここに両氏に対し感謝の意を
表する次第である。）
19
